
第８回 中国地方中山間地域への想い 

「とあるおっさん」 

農村工学研究部門は農村地域の諸課題を解決するのが業務の一つでありながら、そこの
メルマガにいまだ問題山積の地域のことを書き続けるのは気が引けるが、今回も中国地方
中山間地のことについて触れてみる。
第 5 回の記事で、この地域では昭和 58 年にはすでに地図上から消えてた村があり、衝

撃を受けたことを書いた。一方、旭川空港着陸前の飛行機から見えるシューパロダムに地
図から消えた筆者の故郷が沈んでいることを第 7 回で書いた。わが故郷は炭鉱の町で、そ
こを出てから何回か訪ねたことがあったが、行く度に寂しさがましていた。今そこを訪れ
ると湖畔にいくつかの記念碑がたっているだけである。しかし、炭鉱の町は、石炭を掘る
という目的がなくなってしまえば消えてしまうのはいたしかたない。一方、中山間地の集
落は地域の資源を育みながら人々の生活が営まれてきた所である。その長い営みが、自分
たちの時代で断ち切られていくことに、筆者は耐えがたいものを感じている。以前調査に
出かけ、お邪魔したことがあった家が廃屋となっていたり、生活の様子はかろうじて感じ
るが、耕作放棄地に包囲されている家など、村が消滅していく様子を目に前にしていくの
は辛いと言うだけでなく、そのような流れの背景となる今の社会に怒りさえ感じた。

同じ場所の 1990 年と 2006 年 

 最近は、限界集落とか、消滅可能性都市とかいう言葉をよく耳にする。しかし、そのよ
うな言葉が生まれるよりはるか前から、中山間地の過疎化、高齢化は進んでいた。 
 今から 30 年前に刊行された中国農業試験場の研究資料 1)を開いてみる。昭和 35 年から
50 年の間に人口が 67 人から 6 人まで減少したという集落のことが記載されている。筆者
自身も中国地方のいくつかの地域で農地の利用状況の変化を空中写真を使って調べたこと
があったが、相当早い段階から人の気配を感じない集落があった。また、当時調べた文献
では、近畿地方北部では現在の中山間地に相当する集落の戸数減少は、明治以後の早い時
期に始まっていて戦後に急速化し、廃村となる集落も現れていたようである。そう言えば
筆者は高校生の時に、岩波新書の「日本の過疎地帯」という本を読んだ記憶がある。 
 平成の初めの頃、当時まだ新しい廃校舎の前で、住民の方にインタビューをしたことが
あった。一人の方が「気がついたらあっという間に自分たちが取り残されていた。」と言
っていたのが印象に残っている。築き上げてきたものが崩れていく早さを感じた。 
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 今、Google Earth で、かつて調査で訪れた集落を見てみる。筆者が通っていた頃からは
すでに一世代交代している。あの頃子供がいた家は今どうなっているだろうかなどと思い
ながら見ていく。若手後継者が花卉や工芸作物を積極的に生産していた畑が、今も管理が
行き届いているのを見るとほっとする。あの頃の若手も、筆者と同じくそろそろ高齢者の
仲間入りかもしれない。彼らの子供達が後を継いでいるのだろうか。あるいは集落全体で
知恵と力を出しあっているのだろうか。 
 

  
水田だけでなく畑の整備も行った地域。 

再訪はかなっていないが Google Earth で見たところ、今も行き届いた管理が行われているよう。 

 

 
   高原を泳ぐ鯉のぼり 

30 年前でも子供は少なくなっていた。中山間地に鯉のぼりが上がり続けることを願っている 

 
 中山間地で人間の管理が及んでいる領域は確かに縮小している。一方、人々の生活と農
業の生産はその中で確実に続けられている。この営みがこれからも続くことを願っている。 
 
１）中国農試農業経営研究資料 95 橋本(1988)高齢化農村の展開と課題-問題の局面と農
村・農業の実態-，中国農業試験場農業経営部 
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